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はじめに 

 その昔、日本には「電力の鬼」と呼ばれ、恐れられた財界の主がいた。松永
まつなが

安佐
や す ざ

エ門
え も ん

で

ある。私の手元にある「自叙伝」1の巻末には、次のような略歴が載っている。 

 

「松永安佐エ門 まつながやすざえもん 

1875～1971 長崎県生まれ 

「電力の鬼」と呼ばれた日本を代表する電気事業経営者。日本銀行行員、石炭商を経て、

福博電気軌道の設立に加わり、電気事業経営に着手。その後、東邦電力などのトップマネ

ジメントとして、新基軸をつぎつぎに打ち出し、「科学的経営者」との評価を得る。戦後も

民間 9電力体制の生みの親となるなど、電力事業の場での活躍は大きかった。」 

 

 私は 1971（昭和 46）年生まれであるので、生前の松永安佐エ門をリアルタイムで見たこ

とはない。しかし、それだけに今になってもなお次々と伝記が創刊され続けている、この

「電力の鬼」が大変気になるのだ。しかも、その全てが時に過剰な評価なのではと首を傾

げたくなるほどの高い人物評価を松永安佐エ門に対して与えるものであることにも驚愕し

てしまう。 

 

                                                   
1 松永安佐エ門「自叙伝 松永安佐エ門」日本図書センター 参照。 


